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＜てんかん勉強会＞　　　　　講師　　　沢田静子Ｎｓ

· てんかんについての資料が沢田さんよりメールで届いていたと思います。

各自必ず目を通して下さい。

そして、てんかんを持っていらっしゃる方やてんかん発作を起こした方への

対応をしっかり行っていきましょう。

　　　　　

＜利用率の状況＞

４月→６４,５％(通所リハビリ)　　３６,７％(認知)

５月→６６％(通所リハビリ)　　　　３０,９％(認知)

　６月→７７％(通所リハビリ)　　　　３７,５％（認知）

　全体　４月→５６，１％　５月→５５，７％　６月→６４％

　　となっております。

（　利用率について　）

· 認知は入院等があり減ってきている気がする。

· 月曜日の利用率がよい。

· 利用率増加に伴い新規の方の把握ができていない。

（利用率を維持していく為には何が足りないか）

· 利用者様との関わりが減ってきている。

· 自分の仕事、業務を優先してしまっている時がある。

· 個人で動いている。

· チームワークが足りない。

· リーダーの負担が大きく利用者様との関わりが薄くなってしまう。

（利用率を上げていく為には）

・送迎時の挨拶を明るくし、声のトーンを上げて対応する。

・スキンシップを大切にする。

＜斎藤ＩＯＯより＞

　次のようなことがあげられました。

· 入浴の際の気配りが足りない。例えば風呂から上がるとき

体をふいてから脱衣所まで連れて行くなどの配慮。

· 1日のうちにどれだけ利用者様と関わりをもてるか。

· 送迎時の利用者様との会話やスキンシップ。

· 職員の笑顔が足りない。職員が笑顔でいれば利用者様も自然と

笑顔になる。

· 通所は入所と違い外に出ているので評価されやすい。

花形といえる立場にいる。

などたくさんの貴重なお話を聞かせていただきました。

もう一度自分の行動を見直し、よりよいケア、利用率アップを

目指してこれからの業務に当たっていきましょう。

＜接遇委員会より＞

· 内線での対応がしっかりできていない。どこの部署の誰かをしっかり名乗ってから

対応するようにしていく。

・　服装、頭髪、身だしなみを見直し改善していく。
